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ふれあい だより FUREAI DAYORI
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広報誌

鯉のぼりは日本だけの風習になります。江戸時代、将軍に男の子が生まれると旗指物（家
紋のついた旗）や幟（のぼり）を立てて祝う風習がありました。やがてこれが武家に広が
り、男の子が生まれた印として幟を立てるようになったのが始まりの様です。
家族を表している鯉は、色によって役割が決まっています。黒鯉が一家の大黒柱のお父さ
ん、赤鯉がお母さん、青鯉がこどもと基本の鯉のぼりの数はこの3匹・3色です。
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地域包括⽀援センターよりお知らせ① ①ページ

3月1日より新しく地域包括支援センター
ふれあいの泉に尾崎職員が入職致しまし
た。基礎資格は看護師・保健師になりま
す。
今回は担当地域の高齢者人数や業務量を
考慮した上で増員となります。
従来の5人体制から6人体制で今後お仕事
をさせていただきますので今後ともよろ
しくお願い致します。
また地域活動等でも順々にご挨拶させて
いただきます。
5月からの職員体制
①社会福祉士：　　　　黒木（管理者）
②主任介護支援専門員：松本
③保健師：　　　　　　川人
④地域連携担当：　　　渡邊
⑤介護予防プランナー：山田
⑥保健師：　　　　　　尾崎　New！

5月より新しい職員が入職しました



地域包括⽀援センターよりお知らせ②

5月19日に大船まつりが開催されます。
例年地域包括支援センターふれあいの泉と
地域包括支援センターきしろと協力して出店を
しています。
今年は「健康測定・健康、福祉相談」という名
前で登録しています。
場所は鎌倉芸術館通り沿い、Y-SAPIX前になり
ます。（ファミリーマート大船2丁目店近く）
【健康測定】
①血管年齢（短時間で測定できます）
②認知症セルフチェッカー（希望者のみ）
上記2つの測定機器をみらい薬局大船店のご協力
にてお借りして測定を行います。
【健康相談】
薬剤師・地域包括支援センター職員にて普段の
健康や福祉のご相談をお受けします。
どちらとも無料で受けることができます。
その他チラシ等もラックに置いておりますので
ご覧ください。
例年大船まつりでは多くの方が来場しているた
めなるべく混み合わないように職員でも誘導を
行い、少しでも気になる方々が受けられる方法
で取り組みます。
普段外出の機会が無い方やご相談等を希望され
ておりましたら一緒に是非ご参加ください。

②ページ

大船祭り健康測定・相談で出店します

※昨年の活動風景

※昨年の開催風景



地域活動紹介①

4月12日に6＋カフェに見学をしてきまし
た。前回も記事に挙げましたが3月中旬に今
泉台6丁目にある「コミュニティカフェ6丁
目クラブ」は活動を終了しました。
しかし4月から6＋Cafe（ロクプラスカフ
ェ）として襷を受け取り新たに活動を始め
ることになり、見学のために今回は訪問し
てきました。
場所は同じ今泉台6丁目内で以前の6丁目ク
ラブから住宅街に入って突き当り左側にあ
ります。以前の場所からそこまで離れてい
ないと感じました。
表札は「諏訪」と以前お住まいであったま
まになっていますが看板を入口に配置して
分かりやすくしています。
室内は1階の室内を見学しましたが以前より
部屋数は多く、庭が見える部屋、TVが見え
る部屋がありました。
また6＋カフェでは「繋がる」をコンセプト
に今後子ども達への取り組みを広げること
や以前同様に近隣の方に向けてサロン活動
を展開していくことになりました。これら
が一つの居場所になってくと予想されま
す。屋外での活動はグリーンベルトを活用
する等地域の資源も活用しながら今後も関
わっていきます。

③ページ

 6＋カフェ実際に見学してきました



地域活動紹介②

4月22日に民生委員・児童委員と地域のことを話し
合う小地域ケア会議を開催しました。
普段地域の見守り等の支援をお互いにしている立場
ではありますが所持、把握している情報等も異な
り、虫食い状態にあります。
その中で日頃からの連携が大事と考え、2～3人と
いう少人数で地区ごとで集まり、普段の活動状況等
を話し合いました。
民生委員・児童委員は、自らも地域住民の一員とし
て、それぞれが担当する区域において、住民の生活
上のさまざまな相談に応じ、行政をはじめ適切な支
援やサービスへの「つなぎ役」としての役割を果た
すとともに、高齢者や障がい者世帯の見守りや安否
確認などにも重要な役割を果たしています。
実際に地域の中でどこまで関わればいいのか、一人
暮らしであったも比較的お元気な方は1か月に1回
の頻度で訪問しても逆に警戒されている体感がある
こと。対象の方が誰と関わっているのか把握できな
いこと。町内会と民生委員の役割分担。お互いの立
場から地域への関わり方を情報共有しました。

今後も引き続き地区ごとで少人数の話し合いを通し
てお互いの顔の見える関係性作りを継続しつつ、活
動の中で困ったことを分かち合っていければと思い
ます。

④ページ

  民生委員・児童委員と小地域ケア会議開催



地域活動紹介③

4月13日にデイサービスへのボランティア活
動の同行を致しました。
デイサービスは介護保険を利用している通い
の施設になります。施設内では食事・運動・
入浴・レクリエーション等様々な活動が行わ
れています。
今回はデイサービスの施設側より「囲碁のボ
ランティアをしてくださる方を探している」
との相談がありました。囲碁、将棋、麻雀等
ができる環境を整えている施設もありますが
物があっても相手側となる人がいないと成り
立たないこともしばしば見られます。
一方、地域住民の方々で特技を持っている
人、地域の活動に協力してくださる方々もい
ます。この状況の中で課題意識としてお互い
を繋ぐ役目がいないことが一つ課題でした。
地域包括支援センターとしてボランティアセ
ンターに協力依頼を行った中で囲碁を習って
いる人が見つかり、協力してくれることにな
りました。
地域の社会資源を活用しながらお互いが支え
合える地域になれるように今後も微力ながら
役目を果たしていきたいと思います。
もし今回の様に「協力したい」、「協力して
もらいたい」等があれば当センターまでご相
談ください。

⑤ページ

 デイサービスとボランティアの連携



元気な内から伝えたい情報①

令和6年度鎌倉市役所　市民健康課より介
護予防講座の案内が届いております。
早めから体の運動機会や参加の機会を作る
ことはとても大切です。
運動しやすい気候になってきましたので
ご自身のお住いの地域だけではありません
が、この機会に様々な場所に行って参加し
てみませんか。
申し込み人数に制限がありますので気にな
りましたらお早めにお問合せ下さい。
連絡先
鎌倉市市民健康課
0467-61-3977
鎌倉市在住の方が対象になります。
（取り組み内容によって違いがあります）

⑥ページ

 市民健康課より介護予防講座の案内



地域の開催
イベントについて

⑦ページ

お出かけになるキッカケ
として地域で様々な活動
をしています！

ご関心がありましたら
お問い合わせください！


